
デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ
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デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の

『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦
270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線の
クロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、
力の伝達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”
と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作って
いく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこの
LGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、
店舗、マンションなどの様々な建築を可能とする、全
く新しいカタチのシステムなのです。つまりこのLGS
パネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およそ
の予算がイメージできる分かりやすさと、パウダーコ
ーティングが施されたその鉄の素材感が醸し出すハー
ドボイルドな空間のテイストも持ち味です。
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デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
が
着
眼
し
て
い
る
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
大
切
な
コ
ン
セ
プ
ト

は
、〝
自
己
の
人
生
の
充
実
〞と〝
経
営
的
発

想
〞
の
両
立
を
可
能
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
創
造
装
置
と
し
て
の
建
築
で
す
。
今

回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス

が
実
際
に
設
計
中
の
、
神
奈
川
県
三
浦
海

岸
に
隣
接
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。

少
し
高
め
の
視
線
で
、
自
然
に
対
し
て
一

歩
前
に
。
先
端
に
羽
の
付
い
た
鋼
管
杭
を

利
用
し
た
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
高
床
式
工
法『
ス
パ
イ
キ
ー
Ｌ
Ｇ
Ｓ
』な

ら
で
は
の
ご
提
案
な
の
で
す
。

こ
の
形
は
、
そ
も
そ
も
20
年
前
に
老
舗

自
動
車
雑
誌『
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
』の
連
載
ペ

ー
ジ
で
着
想
し
て
い
た
も
の
で
す
。
長
い

歳
月
を
経
て
、
建
築
工
法
や
鉄
骨
製
作
技

術
も
進
化
を
重
ね
、
よ
う
や
く
実
物
を
建

築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
を
是
非
、

昔
か
ら
の
読
者
の
方
々
と
分
か
ち
合
い
た

い
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

こ
の
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
改

め
て
感
じ
る
こ
と
は
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス

が
ご
提
案
し
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
決
し

て〝
借
り
物
〞で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

バ
ブ
ル
の
頃
は〝
地
中
海
風
〞や〝
イ
タ
リ

ア
風
〞
が
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で
跋ば

っ
こ扈

し
て

い
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。時
代
を
経
て
、

そ
れ
が
今
で
は
、
表
装
だ
け
真
似
を
し
た

〝
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
風
〞と
い
う
様
に
、
借

り
て
く
る〝
場
所
の
名
前
〞が
変
わ
っ
た
だ

け
で
す
。こ
こ
は
あ
く
ま
で
日
本
で
、こ
の

よ
う
な
表
面
的
な
拝
借
ス
タ
ン
ス
を
、
文

芸
評
論
家
の
小
林
秀
雄
は〝
様
々
な
意
匠
〞

と
い
っ
て
批
判
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、

日
本
の
建
築
技
術
者
が
長
い
年
月
格
闘
し

て
き
た
技
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
再
編
集
し

て
、こ
の
島
国
に
暮
ら
す〝
私
た
ち
ら
し
い

建
築
〞
を
地
元
の
職
人
と
作
っ
て
い
き
た

い
。
こ
れ
が
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
一
貫
し

た
姿
勢
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
、
そ
れ
ま
で
好

き
放
題
に
は
び
こ
っ
て
い
た
〝
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
一
辺
倒
〞
に
少
し
だ
け
疑
問
符
が

付
き
ま
し
た
。
こ
の
建
物
に
は
是
非
、
日

本
の
豊
か
さ
の
再
発
見
装
置
と
し
て
の
機

能
も
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
祈
り
を

込
め
て
い
ま
す
。

かれこれ20年前、雑誌カーマガ
ジンにLDKが連載していた『クル
マ居住学』の一コマ。このころは、
まだ杭基礎の『TP工法』という糸
口が見つかっておらず、仮想プラ
ンとして発表していました。不動
産価値体系に隷属する建築の現状
を、今、コロナ後の人々の意識の
変化が吹き飛ばしてくれようとし
ているかのようです。

カーマガで掲載した
この建築模型がルーツ

細かく進化を繰り返しながら、20年に渡って構想されてきた、
サンダーバード２号のようなリゾートハウスが、遂に東京からクルマで１時間の場所に

出現します。自己使用＆民泊ビジネスで充実のライフプランです。

サンダーバード2号が三浦海岸に着陸 
高床式多目的リゾートハウスが

作る趣味と実益の両立

一段高い視線で、波打ち際から水平線まで一望のリビングスペース。都会の喧騒を離れて、追い
立てられるような時間感覚から離脱して、ゆっくり呼吸するような感覚を取り戻す場所。単なるリ
ビングルームではない、ある意味での特別なスペース。外壁やガラス窓を定期的に、水道水の高圧
洗浄ができるように設えておくことも大切な要素。

上部が吹き抜けになって
いるインナーガレージの
内観イメージ。サーフボ
ードはもちろん、SUP、
シーカヤック、ウインド
サーフィンなど大型ギア
も余裕で格納できる天井
の高さと取り回しの良さ
が持ち味。クルマやバイ
クの格納以外にも、海の
見えるカフェとしてコミ
ュニティースペースに転
用するのもアリです。

高床式なのにガレージスペ
ースを設置しているのがこ
のプランの特長。普段は断
熱材付きのコンクリート
パネルで作る床版も、ガレ
ージ部分は、デッキプレー
ト＆コンクリート打設の必
要性を想定しています。階
段上のスペースは、すべて
吹き抜けで屋上テラスに出
る廊下のみを想定。高床式
は確認申請上は、平屋建築
が前提なのです。
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オリジナル工法『Spiky-LGS』を実感できる写真。先端羽根つき
鋼管杭を高止まりにして、その上に鉄骨土台と本体を緊結する
高床式工法。コンクリートを一切使わない、環境にも優しい工
法でありつつ、群を抜いてスタイリッシュなのです。30度の斜
面でも施工可能。まさに密から疎にリビングシフトするだろう
と言われるアフターコロナ時代にピッタリな仕様です。

上裏の木板貼りがガラス一枚隔ててその
まま同一レベルでリビングの天井の板張
りに連続していく“スルー”の技法。庇の
見付はグッと引き締まる配色にして、な
るべく細く設えます。この意匠的配慮に
よって、外部の自然との一体感をより鮮
明に演出。バルコニーは言い換えれば“縁
側”。実にうれしいバッファーゾーンです。

和室の壁における規則的な柱（構造材）表面の露出。こういう壁を“真壁”といいます。お馴染み
の和室の壁です。それと同じように天井に鉄骨梁表面が規則的に露出します。このリズム感が
アクセントになって、飽きの来ない空間が現出するのです。天井を木板張りにし、一般には
フローリングが多用される床が、タイル貼りにしています。

ガレージは単なるクルマの置き場と
してではなく、様々な大型ギアが収
納できるように工夫がされています。
通常の鉄骨梁の上にもロフト空間を
設定して、そこにはデイトナハウス
オリジナルの螺旋階段で昇降するよ
うに設定。ガレージは高床式を採用
せず、通常の基礎を持った独立した
構造を持っています。

床に畳を敷いたゾーン。和室というとらえ方で
はなく、植物由来のオーガニックなフローティ
ングフロア（取り換え可能）として、天然イグサ
の畳をフチなしで使用しています。

地球環境にやさしい“浮遊感”

ミッドセンチュリー
デザインは
庇が決め手なのです

天井の鉄骨梁がアクセント
細かい工夫を散りばめた室内空間

螺旋階段とロフトがある
ガレージの幸せ感

作庭は重要な部分です。現在、日本
で庭を造る職人さんは一般には植木
屋さんと呼ばれている人たちですが、
ミッドセンチュリー建築の場合、“人
為”の反対物である自然を象徴的に
表現するセンスが求められるのです。

HARVEST　0246-88-7895
haves935@gmail.com

※このプランは写真のプロトタイプではなく、通常仕様となります。

この住宅は、居住部分は3×8スパン（１スパンは約1820㎜ =
１間=畳の長手の寸法）。ガレージは3×2スパンです。したがって、
居住部分の面積は24坪。すなわち約80㎡、ガレージが6坪すなわ
ち20㎡。トータル30坪の約100㎡の専有面積です。自然に対し
て開く意匠的な工夫やデッキスペースなどで、空間を実際の面積
よりも豊かに感じる工夫がポイントといえます。

空中にふわりと浮かび上がったような“美しい平屋”の TYPEｰFが福島県に完成しました。
色々な意味で“アフターコロナ（withコロナ）”時代にピッタリな建築様式です。

これぞ正統派のミッドセンチュリースタイル
遂にその全貌を現すTYPEｰFプロトタイプ

SUPを中心としたアウトドアアクティビティをこよ
なく愛し、日本スタンドアップパドルボード協会の東
北ブロック長も担当する白𡈽さん。震災後、地元福島
から離れていましたが、奥さんの後押しもあり昨年U
ターン。生まれ育ったこの場所を整備し、このTYPE-F
を築き上げた。今後ここは、宿泊できて仲間が集うク
ラブハウスとして活用する予定となっています。

日
本
が
焼
け
野
原
だ
っ
た
第
二
次
大
戦

（
大
東
亜
戦
争
）直
後
の
1
9
4
8
年
か
ら

1
9
6
6
年
ま
で
、ア
メ
リ
カ
の
雑
誌『arts 

&architecture

』に
連
載
さ
れ
た
一
連
の
実

験
的
な
住
宅
群
〝
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ハ
ウ

ス
〞を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

今
に
至
る
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
現
役
の

住
宅
と
し
て
現
存
し
て
い
る
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
魅
力
を
持
っ
た
珠
玉
の
住
宅
群
で

す
。
生
活
を
周
辺
の
自
然
環
境
へ
と
開
放

す
る
そ
の〝
作
法
〞は
従
来
の
西
洋
の
建
築

の
考
え
方
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
す
。

所
謂
〝
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
〞

と
は
、
ま
さ
に
大
戦
の
後
、
謙
虚
に
な
っ

た
人
間
の
、
祈
り
に
も
似
た
新
し
い
建
築

の
考
え
方
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
て
、
一
過

性
の
商
業
的
な
売
り
文
句
で
は
な
い
と
デ

イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
×
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
考
え
て
い
る

の
で
す
。そ
し
て
、そ
の
素
晴
ら
し
い
建
築

手
法
を
法
律
の
厳
し
い
日
本
で
蘇
ら
せ
た

い
と
い
う〝
思
い
〞を
商
品
開
発
の
原
動
力

に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
晶
と
も
い
え

る
規
格
住
宅
が
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅｰ

Ｆ
な
の
で
す
。

そ
の
特
徴
の
第
一
は
、
ふ
わ
り
と
浮
か

び
上
が
っ
た
高
床
式
の
外
観
で
す
。
先
端

に
羽
の
付
い
た
鋼
管
杭
を
測
量
機
械
を
使

い
な
が
ら
正
確
に
鉛
直
に
打
ち
込
み
、
そ

の
上
に
鉄
骨
土
台
、
建
物
本
体
鉄
骨
の
順

番
で
組
み
上
げ
て
い
く
独
特
の
工
法
を
採

用
。
細
長
い
四
角
形
の
底
辺
ま
で
視
覚
に

入
る
こ
と
で
感
じ
る〝
浮
遊
感
〞は
ミ
ッ
ド

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
極
致
と
も
い

え
る
も
の
で
す
。ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

ほ
と
ん
ど
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
過
度
な

造
成
工
事
や
掘
削
工
事
を
必
要
と
し
な
い

た
め
、
何
よ
り
地
球
に
や
さ
し
く
寄
り
添

う
よ
う
な
印
象
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
30
度
程
度
の
斜
面
で
あ
れ
ば
、

造
成
工
事
な
し
で
建
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

特
徴
の
第
二
は
、
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
の
作
法
と
も
い
え
る
表
現
手
法
〝
ス
ル

ー
〞を
随
所
に
援
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、ガ
ラ
ス
一
枚
隔
て
て
、
屋
内
の

天
井
の
仕
上
げ
と
バ
ル
コ
ニ
ー
の
庇
の
仕

上
げ
の
連
続
性
を
演
出
す
る
こ
と
。
こ
れ

が
〝
ス
ル
ー
〞
で
す
。こ
の
作
法
は
、
自
然

と
の〝
結
界
〞を
明
確
に
し
て
自
然
と
対
峙

す
る
一
般
の
西
洋
建
築
の
自
然
観
の
対
極

に
位
置
す
る
も
の
で
、
む
し
ろ
自
然
に
溶

け
込
む
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作
法
で
作
ら
れ
た
バ

ル
コ
ニ
ー
は
、
む
し
ろ
和
風
建
築
の
縁
側

の
よ
う
に
、
自
然
と
人
為
の
間
に
緩
や
か

な
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
構
成
し
ま
す
。

こ
れ
は
人
間
関
係
の
理
想
に
も
通
底
し
、

東
洋
的
な〝
道
〞に
も
通
じ
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
震
災
以
降
、
自
然
に
対
し

て「
よ
そ
よ
そ
し
く
」な
ら
ざ
る
を
得
な
い

福
島
の
地
で
、
改
め
て
、
自
然
と
人
間
の

関
わ
り
合
い
を
表
現
し
た
意
匠
性
の
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅｰ

Ｆ
を
建
築
で
き
た
こ
と
は
、デ
イ
ト

ナ
ハ
ウ
ス
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
こ
と

だ
と
感
じ
、
建
て
主
様
の
見
識
の
深
さ
に

改
め
て
感
謝
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
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